
広報 にっこう ２

　
日
光
市
が
目
指
す
、
市
民
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
市

が
各
種
の
計
画
な
ど
を
決
定
す
る
際
に
、

情
報
を
で
き
る
限
り
開
示
し
て
、
皆
さ
ん

と
共
有
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た

同
時
に
、
皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
を
的
確
に

反
映
し
て
い
く
仕
組
み
を
持
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の
手
段
の
一
つ

焔
収
税
課（
本
庁
舎
２
階
）

焔
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
本
庁
舎
２
階
）

焔
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
・
支
所
・
出

張
所

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
日
の
午

前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

焔
各
公
民
館
・
図
書
館

焔
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※
各
施
設
の
開
設
日
・
開
設
時
間

焔
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

噛
意
見
を
提
出
で
き
る
方

焔
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
・
在
学
し
て

い
る
方

焔
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
の
あ
る
個

人
・
法
人
・
団
体

焔
当
該
案
件
に
利
害
関
係
の
あ
る
個
人
・

法
人
・
団
体

噛
意
見
の
提
出
方
法

　
意
見
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
提
出
フ
ォ
ー
ム
の

い
ず
れ
か
で
提
出
す
る
。

※
持
参
の
場
合
は
、
閲
覧
場
所
の
各
施
設

へ
も
提
出
で
き
ま
す
。

※
提
出
の
様
式
は
自
由
で
す
が
、
専
用
の

用
紙
が
各
閲
覧
場
所
に
置
い
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

噛
資
料
の
閲
覧
お
よ
び
意
見
の
提
出
期
間

　
２
月
６
日（
月
）～
　
日（
水
）必
着

２９

噛
提
出
意
見
の
取
り
扱
い

焔
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
条

例
制
定
の
参
考
と
し
ま
す
。
ま
た
、
内

容
ご
と
に
整
理
・
分
類
し
、
そ
れ
に
対

す
る
市
の
考
え
と
と
も
に
後
日
公
表
し

ま
す
。
 

焔
個
々
の
ご
意
見
に
対
し
て
、
直
接
、
個

別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

焔
意
見
募
集
結
果
の
公
表
の
際
に
は
、
ご

意
見
の
内
容
以
外（
住
所
・
氏
名
な
ど
）

は
公
表
し
ま
せ
ん
。

が
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
で
す
。

 
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、「
市
が

計
画
な
ど
を
策
定
す
る
際
に
、
あ
ら
か
じ

め
そ
の
案
を
公
表
し
、
そ
れ
に
対
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
を
考

慮
し
て
最
終
的
に
決
定
す
る
。
ま
た
、
提

　
市
で
は
、「
日
光
市
債
権
管
理
条
例
」
の
制
定
に
向
け
て
現
在

検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
条
例
（
原
案
）を
公
表
し
皆

さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

出
さ
れ
た
意
見
な
ど
の
概
要
と
そ
れ
に
対

す
る
市
の
考
え
を
公
表
す
る
」
と
い
う
一

連
の
手
続
き
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　酸
日
光
市
債
権
管
理
条
例（
原
案
）

　
こ
の
条
例
は
、
使
用
料
や
手
数
料
な
ど
、

税
以
外
の
未
収
債
権
の
縮
減
に
向
け
て
、

全
庁
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
市

の
方
針
に
基
づ
き
、
債
権
の
回
収
お
よ
び

整
理
を
適
正
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
に
必
要
な
事
項
や
、
全
庁
統
一
的
な
債

権
管
理
ル
ー
ル
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

噛
公
表
資
料

日
光
市
債
権
管
理
条
例（
原
案
）

噛
資
料
の
閲
覧
場
所
お
よ
び
開
設
時
間

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

　
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
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まままままままままままままま

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすす

　
日日日日日日日日日日日日日日
光光光光光光光光光光光光光光
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日
光
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条
例
（
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パブリッパブリックク
コメンコメントト

担
当
部
署（
提
出
先
）及
び
く
わ
し
く
は
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・一世帯当たりの年間負担額（平等割）

　３４，０００円（改正前２７，０００円）

・一人当たりの年間負担額（均等割）

　３０，０００円（改正前２６，０００円）

・固定資産税を基礎とする税率（資産割）

　２８％（改正前３０％）　　　　　　

・年間保険税上限（賦課限度額）　　

　６３０，０００円（改正前５９０，０００円）

　平成２２年度の国民健康保険（以下、国保）事業の決算は、財政状況が悪化し、一般会計から

多額の財源補てんを受けました。この状況を改善するため、国保運営協議会で協議を重ねた

結果、平成２４年度以降の国保税率を改正することになりましたので、お知らせします。 

国民健康保険の税率が変わりま国民健康保険の税率が変わりますす

医療費が大幅増となった一方、加入者の所得が減少し、国保税収が落ち込んだことが原因です。

１．財政悪化の原因

２．税率改正のポイント

３．変更となる点

鞄医療分・後期分

・固定資産税を基礎とする税率（資産割）

　４％（改正前５％）

・年間保険税上限（賦課限度額）　

　１００，０００円（改正前９０，０００円）

鞄介護分

 この改正により、一世帯当たり平均で年間

１２，８０９円の負担増となる見込みです。

 ご理解をお願いします。

①市の医療費は県平均を上回っていますが、一人当たりの国保税額が県平均以下であることが、国保

　財政悪化の一因と考えられます。このため、一人当たりの税額が、県平均に近づくよう改正します。

206 208 210 212 214

日光市

県平均

（千円） 95 100 105 110 115

日光市

県平均

（千円）

（改正前）

日光市
（改正後）

②低所得者軽減措置の対象となる「一世帯・一人当たりの負担額」を改正します。これによって、所

　得の状況に応じて本来の税額から７割・５割・２割が減額されるようにし、税額の大幅な増加を抑

　制します。

③保険税の限度額は、国から基準が示されます。現在、市の保険税限度額は平成２０年度の基準を採用

　しており、平成２３年度の国基準より９万円下回っています。国の基準に合わせる必要があることか

 ら、段階的な引き上げを実施し、平成２４年度は平成２２年度の国基準にします。この限度額引き上げ

 によって生まれる増収で、固定資産税額に対して負担いただく部分（資産割）の税率を引き下げます。

                                      　         　くわしくは　保険年金課　国保係　緯２１‐５１１０  


